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国際ロータリー第 2720地区
2025-2026年度ガバナー

藤田　千克由

　疾病予防と治療月間は、ロータリーが掲げる「人間の可能性を守り、社会の持続
的な発展を支える」ための大切な取り組みです。病気は人々の生活を脅かし、働く
力や学ぶ機会を奪い、地域社会の未来を閉ざしてしまうことがあります。しかし、
予防と治療の力はその連鎖を断ち切り、健康と希望を取り戻す道を開きます。
　このテーマは決して遠い世界の話ではなく、私たちの日常に直結しています。例
えば、自分自身の健康管理。毎年の健康診断を受けること、適度な運動を続けること、
バランスの取れた食事を心がけることは、病気を未然に防ぐ最も身近な予防です。
そして忘れてはならないのが「ストレス対処」です。ストレスは万病の元といわれ、
心身の不調を引き起こす大きな要因です。深呼吸や軽い散歩、趣味の時間を持つこ
と、十分な睡眠を確保することなど、日常の小さな工夫が心を整え、病気の予防に
つながります。
　また、両親や家族の健康管理も大切です。高齢の親が定期的に血圧や血糖値を測
ること、薬を正しく服用すること、インフルエンザや肺炎球菌などの予防接種を受
けることは病気の重症化を防ぎます。同時に、家族が安心して過ごせるように、会
話や笑顔を大切にすることもストレス軽減につながります。心の支えが健康を守る
力になるのです。

　さらに、私たちは世界的課題で
ある「ポリオ根絶」を身近に感じ
ていただくために、チャリティカ
ラオケパーティーを開催しました。
歌を通じて心をひとつにし、楽し
みながら募金活動を行うことで、
ロータリアンの仲間がポリオの現
状を自分ごととして受け止める機
会となりました。笑顔と歌声が広
がる場で、世界の子どもたちの未
来を守る活動に直結することを実

感できたのです。こうしたイベントは、疾病予防と治療の理念を「身近な喜び」と
結びつけ、行動へとつなげる力を持って
います。
このように、疾病予防と治療は特別な活
動ではなく、私たちの日常に根ざした行
動です。自分の健康を守り、家族を支え、
仲間と共に世界の課題に取り組むことで、
社会の持続的な発展につながります。小
さな習慣や楽しみの場が、やがて大きな
希望となり、未来を照らす灯となるので
す。
――疾病予防と治療月間にあたり、身近
な健康管理とストレス対処、そしてポリ
オ根絶への行動を共に進め、未来を照ら
す灯を掲げましょう。
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― 熊本南ロータリークラブ・福田崇九氏「奉仕のステージは無限大」

コロナ禍がつないだ
“出会い” とロータリーへの入会

　熊本市内でライブハウス「B.9（ビーナイン）」を経営す
る若手ロータリアン・福田崇九（たかひさ）氏。
彼をロータリーに紹介したのは、熊本南ロータリークラブ
の古財良一氏でした。
　きっかけはコロナ禍。ライブハウスが「不要不急」とされ、
経営が厳しくなったなか、古財氏が「ライブハウスを救
う！」というイベントをプロデュース。その際に福田氏の
奉仕精神を知り、大いに感銘を受けたといいます。
　2022 年春、古財氏は福田氏を PETS または地区チーム
研修に同行し、当時ガバナーエレクトだった堀川貴史氏に

紹介。そのまま 6 月のガバナー年度キックオフを B.9 で開
催することが決まり、福田氏自身もロータリーへの入会を
即決しました。
　堀川氏は「ライブハウスにこんな可能性があったのか」
と驚いたといいます。翌年には膳所年度のローターアクト
年次大会の会場にも B.9 が選ばれ、若者たちの熱気に満ち
た大会となりました。
　先般同会場で開催された 2025 年 10 月のポリオチャリ
ティ・カラオケパーティーでも熊本南 RAC が活躍し、若者
を鼓舞する福田氏の存在が大きな役割を果たしました。

Treasure
Excavator

ロータリー
お 宝 発 掘
シ リ ー ズ

ライブハウスから地域へ、そしてロータリーへ

福田　崇九 会員
（熊本南ロータリークラブ）

福岡の少年バンドマンが
熊本のライブハウス経営者になるまで

　福田氏の原点は福岡県。中学生からバンド活
動を続け、憧れのライブハウス DRUM Be-1 で
高校卒業と同時にアルバイトとして働き始めま
した。
　最初はドリンク係や警備など様々な仕事を担

当し、その後、音響・照明を習得。やがてステージのキャスティングまで任されるように
なりました。
　2002 年、26 歳のときに系列店として熊本市内に出店する B.9 の責任者に抜擢。経営は
順調でしたが、2016 年の熊本地震、そして 2020 年のコロナ禍が大きな試練となりました。
　実は、B.9のオーナーとなったのはコロナ禍直前の2020年。その直後にライブハウスが「不
要不急」とされた衝撃は大きく、福田氏は「場所の価値を見つめ直すきっかけになった」
と語ります。

チャリティへの目覚めと
ロータリーで得た「寄付の行き先」

　苦境の中で始めたユニセフなどへのチャリティ
イベント。ロータリーに入会してからは「寄付先
をクラブに託せる」という安心感が生まれ、「ク
ラブの役に立てるのが嬉しい」と話します。
　クラブでは SAA を務め、例会開始時に「SAA
アナウンスタイム」を新設。マナーモードのお願
いなど、例会の質向上に貢献しています。

アマチュアバンドフェスが
チャリティイベントへ進化

　福田氏が年 2 回主催するアマチュアバンドフェ
ス。無名バンドにステージの機会を提供する 2 日

間のイベントです。イベント中のドリンクを出演者が
持ち寄り、それを販売して寄付に充てることを行った
ところ、2024 年 1 月以降の 3 回で累計 84 万円もの
寄付を集めることができたそうです。

転機は 2024 年元旦の能登地震。開催を迷うなか、「中
止しても支援にならない」とチャリティ化を決断。結
果として 30 万円の募金が集まり、イベントがチャリ
ティ路線へと生まれ変わりました。
　続く熊本南 RC の親睦カラオケ会もチャリティ化。

「楽しむだけではなく、支援につながる場にしたい」という思いが形となっています。

若者を育て、地域をつなぐ
B.9 の新たな取り組み

　熊本南 RC は青少年奉仕に力を入れるクラブ。バドミントン大会や水球大会を 10 年以上
継続しており、今後は B.9 を使ったダンス・歌のイベントも計画中。
　また、知的障害者の音楽イベント「オハイエ」もクラブとして支援。キッズダンスパー
ティー、楽器提供、資金援助、IA・RAC のボランティア参加など、音楽を通じた奉仕が広がっ
ています。
　さらに B.9 は、第一生命がスポンサーとなるプロダンスリーグ「D.LEAGUE」の選手を
招いたダンスイベントの主催も独自で行い、若者の育成に貢献しています。

「つながれ愛の唄」誕生と
奉仕活動の広がり

　B.9 では、2022 年以降、毎年ポリオイベント
を自主開催しています。その中で福田氏の「ロー
タリーの想いを歌で広めたい」との思いから、個
人で熊本のボーカルユニット “四季彼方” に楽曲
制作を依頼し、CD『つながれ愛の唄』が完成し
ました。

　福田氏は作詞段階から携わり、「みんなで歌える
ように」と “ラララ” の合唱パートを提案。この
CD 売上もポリオ寄付に活用されています。
　この曲は B.9 でのポリオイベントの定番曲となっ
ております。
　今後は新しい曲作りを進めていく予定で、次回の
作品では ロータリアンの皆さまにもボーカルなどで
レコーディングに参加していただけるようにしたい 
と考えています。

　また、地区内でバンド活動をしているロータリアンのバンドを集めたオムニバス CD の
制作 も計画しています。

文化を育て、
世代を超えてつなぐ未来へ

　福田氏は毎年熊本城ホールで開催される高校生
バ ン ド 大 会 の 審 査 員 を 大 西 市 長 と 共 に 務 め、
2025 年 8 月には「駅前でライブハウスを！」を
テーマにした野外イベントを熊本駅前で開催しま
した。
　野球でいう甲子園のように、音楽イベントを地域の文化として根付かせたいと語ります。
　今後はダンスイベントや野外フェス、自主企画イベントなどを展開し、「ライブハウスの
外でも多くの人とつながる場を作りたい」と言います。
　さらに自治会長として周辺地域とも積極的に連携。ライブハウスで自治会を開催するな
ど、新しいコミュニティづくりにも力を入れています。
________________________________________
最後に：

「文化づくり」と「ロータリー」は最高に相性がいい
　福田氏は

「ロータリーを通じて、中高生から 80 代くらいまで、世代を超えてつながる文化をつくり
たい」
と語ります。
　ライブハウスが生み出すエネルギーと、ロータリーの奉仕の心。
福田崇九氏は、その二つを見事に融合させ、地域と若者をつなぐ “新しい奉仕の形” を創
り続けています。

寄稿：植山朋代（2720JapanO.K.REC）
インタビュー：堀川貴史（熊本南 RC）・古財良一（熊本南 RC）・植山朋代（OKE）

福田氏を撮影する古財氏
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レコーディングに参加していただけるようにしたい 
と考えています。

　また、地区内でバンド活動をしているロータリアンのバンドを集めたオムニバス CD の
制作 も計画しています。

文化を育て、
世代を超えてつなぐ未来へ

　福田氏は毎年熊本城ホールで開催される高校生
バ ン ド 大 会 の 審 査 員 を 大 西 市 長 と 共 に 務 め、
2025 年 8 月には「駅前でライブハウスを！」を
テーマにした野外イベントを熊本駅前で開催しま
した。
　野球でいう甲子園のように、音楽イベントを地域の文化として根付かせたいと語ります。
　今後はダンスイベントや野外フェス、自主企画イベントなどを展開し、「ライブハウスの
外でも多くの人とつながる場を作りたい」と言います。
　さらに自治会長として周辺地域とも積極的に連携。ライブハウスで自治会を開催するな
ど、新しいコミュニティづくりにも力を入れています。
________________________________________
最後に：

「文化づくり」と「ロータリー」は最高に相性がいい
　福田氏は

「ロータリーを通じて、中高生から 80 代くらいまで、世代を超えてつながる文化をつくり
たい」
と語ります。
　ライブハウスが生み出すエネルギーと、ロータリーの奉仕の心。
福田崇九氏は、その二つを見事に融合させ、地域と若者をつなぐ “新しい奉仕の形” を創
り続けています。
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コロナ禍がつないだ
“出会い” とロータリーへの入会

　熊本市内でライブハウス「B.9（ビーナイン）」を経営す
る若手ロータリアン・福田崇九（たかひさ）氏。
彼をロータリーに紹介したのは、熊本南ロータリークラブ
の古財良一氏でした。
　きっかけはコロナ禍。ライブハウスが「不要不急」とされ、
経営が厳しくなったなか、古財氏が「ライブハウスを救
う！」というイベントをプロデュース。その際に福田氏の
奉仕精神を知り、大いに感銘を受けたといいます。
　2022 年春、古財氏は福田氏を PETS または地区チーム
研修に同行し、当時ガバナーエレクトだった堀川貴史氏に

紹介。そのまま 6 月のガバナー年度キックオフを B.9 で開
催することが決まり、福田氏自身もロータリーへの入会を
即決しました。
　堀川氏は「ライブハウスにこんな可能性があったのか」
と驚いたといいます。翌年には膳所年度のローターアクト
年次大会の会場にも B.9 が選ばれ、若者たちの熱気に満ち
た大会となりました。
　先般同会場で開催された 2025 年 10 月のポリオチャリ
ティ・カラオケパーティーでも熊本南 RAC が活躍し、若者
を鼓舞する福田氏の存在が大きな役割を果たしました。

福岡の少年バンドマンが
熊本のライブハウス経営者になるまで

　福田氏の原点は福岡県。中学生からバンド活
動を続け、憧れのライブハウス DRUM Be-1 で
高校卒業と同時にアルバイトとして働き始めま
した。
　最初はドリンク係や警備など様々な仕事を担

当し、その後、音響・照明を習得。やがてステージのキャスティングまで任されるように
なりました。
　2002 年、26 歳のときに系列店として熊本市内に出店する B.9 の責任者に抜擢。経営は
順調でしたが、2016 年の熊本地震、そして 2020 年のコロナ禍が大きな試練となりました。
　実は、B.9のオーナーとなったのはコロナ禍直前の2020年。その直後にライブハウスが「不
要不急」とされた衝撃は大きく、福田氏は「場所の価値を見つめ直すきっかけになった」
と語ります。

チャリティへの目覚めと
ロータリーで得た「寄付の行き先」

　苦境の中で始めたユニセフなどへのチャリティ
イベント。ロータリーに入会してからは「寄付先
をクラブに託せる」という安心感が生まれ、「ク
ラブの役に立てるのが嬉しい」と話します。
　クラブでは SAA を務め、例会開始時に「SAA
アナウンスタイム」を新設。マナーモードのお願
いなど、例会の質向上に貢献しています。

アマチュアバンドフェスが
チャリティイベントへ進化

　福田氏が年 2 回主催するアマチュアバンドフェ
ス。無名バンドにステージの機会を提供する 2 日

間のイベントです。イベント中のドリンクを出演者が
持ち寄り、それを販売して寄付に充てることを行った
ところ、2024 年 1 月以降の 3 回で累計 84 万円もの
寄付を集めることができたそうです。

転機は 2024 年元旦の能登地震。開催を迷うなか、「中
止しても支援にならない」とチャリティ化を決断。結
果として 30 万円の募金が集まり、イベントがチャリ
ティ路線へと生まれ変わりました。
　続く熊本南 RC の親睦カラオケ会もチャリティ化。

「楽しむだけではなく、支援につながる場にしたい」という思いが形となっています。

若者を育て、地域をつなぐ
B.9 の新たな取り組み

　熊本南 RC は青少年奉仕に力を入れるクラブ。バドミントン大会や水球大会を 10 年以上
継続しており、今後は B.9 を使ったダンス・歌のイベントも計画中。
　また、知的障害者の音楽イベント「オハイエ」もクラブとして支援。キッズダンスパー
ティー、楽器提供、資金援助、IA・RAC のボランティア参加など、音楽を通じた奉仕が広がっ
ています。
　さらに B.9 は、第一生命がスポンサーとなるプロダンスリーグ「D.LEAGUE」の選手を
招いたダンスイベントの主催も独自で行い、若者の育成に貢献しています。

「つながれ愛の唄」誕生と
奉仕活動の広がり

　B.9 では、2022 年以降、毎年ポリオイベント
を自主開催しています。その中で福田氏の「ロー
タリーの想いを歌で広めたい」との思いから、個
人で熊本のボーカルユニット “四季彼方” に楽曲
制作を依頼し、CD『つながれ愛の唄』が完成し
ました。

　福田氏は作詞段階から携わり、「みんなで歌える
ように」と “ラララ” の合唱パートを提案。この
CD 売上もポリオ寄付に活用されています。
　この曲は B.9 でのポリオイベントの定番曲となっ
ております。
　今後は新しい曲作りを進めていく予定で、次回の
作品では ロータリアンの皆さまにもボーカルなどで
レコーディングに参加していただけるようにしたい 
と考えています。

　また、地区内でバンド活動をしているロータリアンのバンドを集めたオムニバス CD の
制作 も計画しています。

文化を育て、
世代を超えてつなぐ未来へ

　福田氏は毎年熊本城ホールで開催される高校生
バ ン ド 大 会 の 審 査 員 を 大 西 市 長 と 共 に 務 め、
2025 年 8 月には「駅前でライブハウスを！」を
テーマにした野外イベントを熊本駅前で開催しま
した。
　野球でいう甲子園のように、音楽イベントを地域の文化として根付かせたいと語ります。
　今後はダンスイベントや野外フェス、自主企画イベントなどを展開し、「ライブハウスの
外でも多くの人とつながる場を作りたい」と言います。
　さらに自治会長として周辺地域とも積極的に連携。ライブハウスで自治会を開催するな
ど、新しいコミュニティづくりにも力を入れています。
________________________________________
最後に：

「文化づくり」と「ロータリー」は最高に相性がいい
　福田氏は

「ロータリーを通じて、中高生から 80 代くらいまで、世代を超えてつながる文化をつくり
たい」
と語ります。
　ライブハウスが生み出すエネルギーと、ロータリーの奉仕の心。
福田崇九氏は、その二つを見事に融合させ、地域と若者をつなぐ “新しい奉仕の形” を創
り続けています。

つながれ愛の唄の CD と記念撮影

堀川年度キックオフ



コロナ禍がつないだ
“出会い” とロータリーへの入会

　熊本市内でライブハウス「B.9（ビーナイン）」を経営す
る若手ロータリアン・福田崇九（たかひさ）氏。
彼をロータリーに紹介したのは、熊本南ロータリークラブ
の古財良一氏でした。
　きっかけはコロナ禍。ライブハウスが「不要不急」とされ、
経営が厳しくなったなか、古財氏が「ライブハウスを救
う！」というイベントをプロデュース。その際に福田氏の
奉仕精神を知り、大いに感銘を受けたといいます。
　2022 年春、古財氏は福田氏を PETS または地区チーム
研修に同行し、当時ガバナーエレクトだった堀川貴史氏に

紹介。そのまま 6 月のガバナー年度キックオフを B.9 で開
催することが決まり、福田氏自身もロータリーへの入会を
即決しました。
　堀川氏は「ライブハウスにこんな可能性があったのか」
と驚いたといいます。翌年には膳所年度のローターアクト
年次大会の会場にも B.9 が選ばれ、若者たちの熱気に満ち
た大会となりました。
　先般同会場で開催された 2025 年 10 月のポリオチャリ
ティ・カラオケパーティーでも熊本南 RAC が活躍し、若者
を鼓舞する福田氏の存在が大きな役割を果たしました。

福岡の少年バンドマンが
熊本のライブハウス経営者になるまで

　福田氏の原点は福岡県。中学生からバンド活
動を続け、憧れのライブハウス DRUM Be-1 で
高校卒業と同時にアルバイトとして働き始めま
した。
　最初はドリンク係や警備など様々な仕事を担

当し、その後、音響・照明を習得。やがてステージのキャスティングまで任されるように
なりました。
　2002 年、26 歳のときに系列店として熊本市内に出店する B.9 の責任者に抜擢。経営は
順調でしたが、2016 年の熊本地震、そして 2020 年のコロナ禍が大きな試練となりました。
　実は、B.9のオーナーとなったのはコロナ禍直前の2020年。その直後にライブハウスが「不
要不急」とされた衝撃は大きく、福田氏は「場所の価値を見つめ直すきっかけになった」
と語ります。

チャリティへの目覚めと
ロータリーで得た「寄付の行き先」

　苦境の中で始めたユニセフなどへのチャリティ
イベント。ロータリーに入会してからは「寄付先
をクラブに託せる」という安心感が生まれ、「ク
ラブの役に立てるのが嬉しい」と話します。
　クラブでは SAA を務め、例会開始時に「SAA
アナウンスタイム」を新設。マナーモードのお願
いなど、例会の質向上に貢献しています。

アマチュアバンドフェスが
チャリティイベントへ進化

　福田氏が年 2 回主催するアマチュアバンドフェ
ス。無名バンドにステージの機会を提供する 2 日

間のイベントです。イベント中のドリンクを出演者が
持ち寄り、それを販売して寄付に充てることを行った
ところ、2024 年 1 月以降の 3 回で累計 84 万円もの
寄付を集めることができたそうです。

転機は 2024 年元旦の能登地震。開催を迷うなか、「中
止しても支援にならない」とチャリティ化を決断。結
果として 30 万円の募金が集まり、イベントがチャリ
ティ路線へと生まれ変わりました。
　続く熊本南 RC の親睦カラオケ会もチャリティ化。

「楽しむだけではなく、支援につながる場にしたい」という思いが形となっています。

若者を育て、地域をつなぐ
B.9 の新たな取り組み

　熊本南 RC は青少年奉仕に力を入れるクラブ。バドミントン大会や水球大会を 10 年以上
継続しており、今後は B.9 を使ったダンス・歌のイベントも計画中。
　また、知的障害者の音楽イベント「オハイエ」もクラブとして支援。キッズダンスパー
ティー、楽器提供、資金援助、IA・RAC のボランティア参加など、音楽を通じた奉仕が広がっ
ています。
　さらに B.9 は、第一生命がスポンサーとなるプロダンスリーグ「D.LEAGUE」の選手を
招いたダンスイベントの主催も独自で行い、若者の育成に貢献しています。

「つながれ愛の唄」誕生と
奉仕活動の広がり

　B.9 では、2022 年以降、毎年ポリオイベント
を自主開催しています。その中で福田氏の「ロー
タリーの想いを歌で広めたい」との思いから、個
人で熊本のボーカルユニット “四季彼方” に楽曲
制作を依頼し、CD『つながれ愛の唄』が完成し
ました。

Treasure
Excavator

8

　福田氏は作詞段階から携わり、「みんなで歌える
ように」と “ラララ” の合唱パートを提案。この
CD 売上もポリオ寄付に活用されています。
　この曲は B.9 でのポリオイベントの定番曲となっ
ております。
　今後は新しい曲作りを進めていく予定で、次回の
作品では ロータリアンの皆さまにもボーカルなどで
レコーディングに参加していただけるようにしたい 
と考えています。

　また、地区内でバンド活動をしているロータリアンのバンドを集めたオムニバス CD の
制作 も計画しています。

文化を育て、
世代を超えてつなぐ未来へ

　福田氏は毎年熊本城ホールで開催される高校生
バ ン ド 大 会 の 審 査 員 を 大 西 市 長 と 共 に 務 め、
2025 年 8 月には「駅前でライブハウスを！」を
テーマにした野外イベントを熊本駅前で開催しま
した。
　野球でいう甲子園のように、音楽イベントを地域の文化として根付かせたいと語ります。
　今後はダンスイベントや野外フェス、自主企画イベントなどを展開し、「ライブハウスの
外でも多くの人とつながる場を作りたい」と言います。
　さらに自治会長として周辺地域とも積極的に連携。ライブハウスで自治会を開催するな
ど、新しいコミュニティづくりにも力を入れています。
________________________________________
最後に：

「文化づくり」と「ロータリー」は最高に相性がいい
　福田氏は

「ロータリーを通じて、中高生から 80 代くらいまで、世代を超えてつながる文化をつくり
たい」
と語ります。
　ライブハウスが生み出すエネルギーと、ロータリーの奉仕の心。
福田崇九氏は、その二つを見事に融合させ、地域と若者をつなぐ “新しい奉仕の形” を創
り続けています。

駅前で開催した野外イベントの賑わい

野外イベントの賑わい　Part1
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チャリティーライブ一覧
開催日 タイトル 募金額 寄付先 配信 URL

QR コード

2022 年 4 月 15 日 ( 金 )

2022 年 10 月 22 日 ( 土 )

2023 年 10 月 14 日 ( 土 )

2024 年 1 月 6 日 ( 土 )

2024 年 7 月 14 日 ( 日 )

2024 年 8 月 31 日 ( 土 )

2025 年 1 月 20 日 ( 月 )

2025 年 7 月 28 日 ( 月 )

2025 年 8 月 21 日 ( 木 )

2025 年 8 月 30 日 ( 土 )

ポリオ根絶 ミュージックフェス

演るもん ! クマモト #4

演るもん ! クマモト #5

ポリオ根絶 ネバスト

演るもん ! クマモト #6

演るもん ! クマモト #7

ライブハウス in アミュ広場

ポリオ根絶チャリティーライブ
ダンス & ミュージック

熊本豪雨災害＆
ポリオ根絶 ネバスト

ネバスト。
熊本チャリティーライブ ユニセフ ウクライナ

ポリオ

ポリオ

能登半島地震

能登半島地震

ポリオ

能登半島地震

災害基金

熊本豪雨 熊本市

熊本豪雨 熊本市

\183,194

\36,420

\62,871

\369,453

\200,384

\78,067

\150,999

\156,211

\42,000

\54,000

募金合計額ライブ開催本数　10 本 \1,333,599

https://music.youtube.com/watch?v=e2lrtPh5oI0URL

QR コード

野外イベントの賑わい　Part2

ぜひ、 お聴きください！

https://music.youtube.com/watch?v=e2lrtPh5oI0
https://www.youtube.com/live/2VnoG7LNLqg?si=Aur-RDX00H10ODdH
https://www.youtube.com/live/I3OldxsQ1Fk?si=Dqs2LLbmnnWSM0PD
https://www.youtube.com/live/VN5yDBI4CKo?si=Pnf3a3lWmBcHYJXu
https://www.youtube.com/@yarumon_kumamoto/streams
https://www.youtube.com/@yarumon_kumamoto/streams
https://www.youtube.com/live/2oOnb_wVXNc?si=6WonTd9YBImgYXGG
https://www.youtube.com/@yarumon_kumamoto/streams
https://www.youtube.com/@yarumon_kumamoto/streams
https://youtu.be/xBP8zNqNjPs?si=mwoqhF3oMt9CnTuQ
https://www.youtube.com/watch?v=gXP3e5qBEVk&t=8469s
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Event report 01
ポリオ根絶カラオケチャリティパーティー開催

　第 2720 地区では、ポリオ根絶のた
めのチャリティ企画として「カラオケ
チャリティパーティー」を開催しまし
た。今回はライブハウスを会場とし、
本格的な音響と照明のステージでカラ
オケを歌い、そのパフォーマンスを楽
しみながらチャリティを募る企画で
す。
　まず 10 月 25 日（土）16 時 30 分より、
熊本市のライブハウス B.9 にて開催
し、登録者 133 名、カラオケ歌唱者
16 名、さらに 4 組のバンド演奏が行われました。熊本での開催は今回で 3 回目となり、恒例のイ
ベントとして多くの会員が楽しみに参加しています。
　一方、大分では初の試みとして 10 月 31 日（金）18 時開催の大分会場ブリックブロックに開催。
登録者 99 名、歌唱者 14 名、バンド 3 組が出演しました。また、熊本・大分の同一企画を同年度

内に両会場で実施するのは初めてであ
り、注目を集めました。
　今回のチャリティ額は、熊本会場で
301,527 円、大分会場で 181,167 円、
さらに地区ローターアクトクラブより
７地区交流会及び 100km ウォークで
のポリオ募金 60,937 円の寄付が寄せ
られ、合計 543,631 円に達しました。
参加者の熱意と協力が形となり、大き
な成果をあげています。
　ステージではパストガバナーが所属
するバンドの演奏も披露され、普段の

報告：河村岳彦（大分中央 RC）

笑顔と歌声がつないだチャリティの輪

例会では見られない一面に会場は大いに沸
きました。また、大分会場では、地区外の
第 2740 地区・鎮西学院ジャズアンサンブ
ル RAC が友情出演。さらに、急なお願い
にもかかわらず財津地区幹事のサプライズ
歌唱に快く協力いただき、大きな盛り上が
りとなりました。
　カラオケは自動採点と会場票の合計で優
勝者を決定。熊本会場は熊本江南ロータ
リークラブ・沼田摩有子会員（曲：荻野目
洋子「ダンシングヒーロー」）、大分会場は
大分臨海ロータリークラブ・佐藤嘉洋会員

（曲：小林旭「自動車ショー歌」）がそれぞ
れ栄冠を手にしています。優勝者には、来年度の地区大会でのステージ歌唱という大きな特典が
授与されます。
　本企画は、従来とは異なる “カラオケパーティー” の形式を取り入れたことで、参加者は衣装
や応援グッズにも工夫を凝らし、また自らステージでのバックダンサーを務めるなど、ガバナー
スローガン「みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリレーションシップ」に則った一体感が生ま
れました。
　歌う側も応援する側も「やるからには全力」。会員の新たな魅力を引き出し、親睦を深めながら、
ポリオチャリティへの支援の輪を広げる、笑顔あふれる企画となりました。
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　第 2720 地区では、ポリオ根絶のた
めのチャリティ企画として「カラオケ
チャリティパーティー」を開催しまし
た。今回はライブハウスを会場とし、
本格的な音響と照明のステージでカラ
オケを歌い、そのパフォーマンスを楽
しみながらチャリティを募る企画で
す。
　まず 10 月 25 日（土）16 時 30 分より、
熊本市のライブハウス B.9 にて開催
し、登録者 133 名、カラオケ歌唱者
16 名、さらに 4 組のバンド演奏が行われました。熊本での開催は今回で 3 回目となり、恒例のイ
ベントとして多くの会員が楽しみに参加しています。
　一方、大分では初の試みとして 10 月 31 日（金）18 時開催の大分会場ブリックブロックに開催。
登録者 99 名、歌唱者 14 名、バンド 3 組が出演しました。また、熊本・大分の同一企画を同年度

内に両会場で実施するのは初めてであ
り、注目を集めました。
　今回のチャリティ額は、熊本会場で
301,527 円、大分会場で 181,167 円、
さらに地区ローターアクトクラブより
７地区交流会及び 100km ウォークで
のポリオ募金 60,937 円の寄付が寄せ
られ、合計 543,631 円に達しました。
参加者の熱意と協力が形となり、大き
な成果をあげています。
　ステージではパストガバナーが所属
するバンドの演奏も披露され、普段の

例会では見られない一面に会場は大いに沸
きました。また、大分会場では、地区外の
第 2740 地区・鎮西学院ジャズアンサンブ
ル RAC が友情出演。さらに、急なお願い
にもかかわらず財津地区幹事のサプライズ
歌唱に快く協力いただき、大きな盛り上が
りとなりました。
　カラオケは自動採点と会場票の合計で優
勝者を決定。熊本会場は熊本江南ロータ
リークラブ・沼田摩有子会員（曲：荻野目
洋子「ダンシングヒーロー」）、大分会場は
大分臨海ロータリークラブ・佐藤嘉洋会員

（曲：小林旭「自動車ショー歌」）がそれぞ
れ栄冠を手にしています。優勝者には、来年度の地区大会でのステージ歌唱という大きな特典が
授与されます。
　本企画は、従来とは異なる “カラオケパーティー” の形式を取り入れたことで、参加者は衣装
や応援グッズにも工夫を凝らし、また自らステージでのバックダンサーを務めるなど、ガバナー
スローガン「みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリレーションシップ」に則った一体感が生ま
れました。
　歌う側も応援する側も「やるからには全力」。会員の新たな魅力を引き出し、親睦を深めながら、
ポリオチャリティへの支援の輪を広げる、笑顔あふれる企画となりました。
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

熊本第５グループ
（八代・八代南・八代北・八代東・宇土）

　私共熊本第５グループは、９月２４日にガバ
ナー公式訪問を終えまして、拙い私のファシリ
テーターでグループディスカッションを、行い
ました。
　一番の課題として「会員増強と退会防止」が
あげられました。そしてクラブの活性化、古参
会員をどう引っ張っていくか、等の意見交換が
なされました。いずれにしても「熱のある人間
がやらないとダメ」というガバナーのサゼッ
ションをいただきました。
　他に小規模クラブの悩みもあり、当該クラブ
の現会長、幹事も今回の役が４回目であり、し
かも来年度がガバナー補佐も受けなければなら
ない状況です。

　第５グループは、
①会長・幹事会
②合同新年例会
③合同ゴルフコンペ
④ガバナー公式訪問例会
⑤ガバナー補佐
の役を、輪番制にしています。
　その５番目のガバナー補佐の役周りが、当該
小規模クラブクラブの順番になっていて、負担
が大きいとのことです。そこで、できれば、大
規模クラブにその負担の一端でも受けてもらえ
ないか、という切実な意見も出ました。
　その他、クラブ財政の逼迫を訴えるクラブも
あり、その解決策としては、年会費を上げるか、
新会員を増やすか、を考えなければということ
でした。
　先日のガバナー公式訪問の出席数は、例会、
懇親会ともアクトを含めてですが、約１５０名
の方に参加していただきました。全会員の７
０％を超える参加率でした。これは、力不足の
私を支えていただいている５クラブの会長・幹
事さんと、私の補佐さんたちの頑張りの賜物と
感謝しているところです。
ありがとうございました。

報告：藤井啓一 AG
（八代）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

大分第 4 グループ②
（大分・大分城西・大分 1985・japanO.K）

　9 月 29 日に大分第 4 グループ２回目のガバ
ナー公式訪問が開催されました。４クラブ合同
例会（大分 RC、大分城西 RC、大分 1985RC、
2720OKE）にて行いました。10 時 30 分から「会
長幹事懇談会」を開催し、各クラブの課題を発
表し合いディスカッションしました。今回も会
員増強の話が中心になりましたが、ジェネレー
ションギャップを感じるなどクラブならではの
課題もあがりました。各クラブで実施している
独自の取組の紹介もし、それを取り入れてみよ
う等の意見もあり、とても有意義な時間となり
ました。
12 時 30 分からの公式訪問例会では趣向を凝ら
した演出でホストクラブの意気込みを感じまし
た。またガバナーアドレスですが、前回よりも
かなり進化していると感じました。公式訪問が
まだのクラブは楽しみにして下さい。最後にガ
バナーへのお礼を述べ記念撮影をして閉会とな
りました。

報告：森永隆二 AG
（大分キャピタル）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

大分第 4 グループ③
（大分臨海・大分中央・大分 OliOli）

　大分第 4 グループ最後のガバナー公式訪問が
10 月 20 日に開催されました。今回は３クラブ
合同例会（大分中央 RC、大分臨海 RC、大分
OliOliRC）にて行いました。恒例の「会長幹事
懇談会」を 10 時 30 分から開催し、各クラブ
の課題をあげて、DL 形式にて話し合いました。
ディスカッションしました。今回は会員増強の
話がメインではなく、ホームクラブ出席率や、
会員のロータリーに対する温度差など多岐にわ
たる課題となりました。ガバナーからのアドバ
イスも頂きましたが、出席率があがるほど予算
が厳しくなるという矛盾も感じたところです。
12 時 30 分からの公式訪問例会では段取りよく
進めて頂き滞りなく点鐘まで終わりました。最
後にガバナーアドレスですが、更なる進化して

おり最後に聴くクラブは最高のアドレスになる
と思います。最後にガバナーへのお礼を述べ記
念撮影をして閉会となりました。藤田ガバナー
大変お疲れ様でした。

報告：森永隆二 AG
（大分キャピタル）
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Event report 02大分第 5 グループ
（臼杵・津久見・竹田）

　２０２５年１０月８日水曜日に絶好の秋晴れ
の中、臼杵市喜楽庵にて第２７２０地区藤田千
克由ガバナー、青柳義信地区総括副幹事をお迎
えして、大分第５グループとして２回目のガバ
ナー公式訪問例会を開催しました。
　参加クラブは①竹田 RC（都築会長、村田幹事、
内山次期会長、舩津次期幹事）②臼杵 RC（小野
会長、野中幹事、木梨次期会長、田中次期幹事）
③ホストクラブ　津久見 RC（三木会長、松井幹
事、薬師寺次期会長、倉原次期幹事）の３クラ
ブ合同で開催しました。
　午前１１時から１２時まで開催した３クラブ
合同の会長幹事懇談会のファシリテーターをガ
バナー補佐の山城が務めさせていただきました。
各クラブの今年度と次年度の活動計画と課題は
①津久見 RC はクラブの活動スローガン「地域
にロータリーの種をまく」を基本理念に昨年、
本年度、次年度の 3 か年計画で地域イベント（ロ
ータリー食堂の開催や河津桜祭り、サッカー大
会、マラソン大会）等に積極的に参加し、公共
イメージの向上活動を積極的に行っています。
　それと会員の意見として例会数の削減を検討
しており、次年度より月 2 回に変更して，新会
員がより入会しやすいクラブになるよう細則変
更する予定です。
②臼杵 RC は本年度の活動方針「すきすき臼杵
ロータリー」を活動スローガンに青少年健全育

成活動を中心に考えております。具体的事業と
して「子ども食堂」「子ども図書館」などを考え
ております。更に地区補助金を取得して「癒し
カフェ」を開設する計画です。また、公共イメ
ージ向上活動として毎週の例会をケーブルテレ
ビで放映しており、さらなる会員増強に努めて
おります。
③竹田 RC 本年度のクラブテーマは「ロータリ
ーでヒューマンコミュニティを高めよう」で、
特に本年度は会長の時間を充実させるため「孔
子の論語」を引用しながらクラブの品質向上を
図っております。経年活動としては障がい者施
設へのホタルの寄贈、声楽コンクール、少年野
球大会、子ども食堂支援や竹田高校インターア
クトクラブの提唱事業を行っています。
　また、各クラブから退会防止、会員増強につ
いても貴重な意見が多数出て、藤田ガバナーを
交えての有意義な会長幹事会でした。
12 時３０分からは会食を挟んで、各クラブ例会
と藤田ガバナーよりガバナーアドレスをいただ
きました。
　新たな組み合せによる３クラブ合同でのガバ
ナー公式訪問でしたがたいへん実りの多い楽し
い例会でした。

報告：山城繁樹 AG
（佐伯 MARINE）

ガバナー公式訪問を終えて
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

熊本第 3 グループ
（熊本・熊本東・熊本北）

　２０２５年１０月３１日（金）に熊本第 3 グ
ループの熊本 RC・熊本東 RC・熊本北 RC の藤
田千克由ガバナー公式訪問例会が開催されまし
た。藤田ガバナーにとしましては最後の公式訪
問例会となり思い出に残った事と思います。例
会に先立ち熊本ホテルキャッスルの山茶花の間
にて、藤田ガバナーご臨席のもと３クラブの会
長・幹事・会長エレクト・次期幹事に出席して
頂きガバナー補佐の司会進行にて会長・幹事懇
談会が開催されました。
　開会・趣旨説明の後、【あなたのクラブの一
言キャッチコピーをつけるとしたら？】
とお聞きしながらクラブの強み・特徴等を発言
して頂きフレンドリーな雰囲気で進行しまし
た。ディスカッションのテーマ【会員増強・維
持への取り組み】はグループ内最大の熊本 RC
さん最小の熊本北 RC との会員数の違いによる

問題点の違い等の意見が出ました。
　公式訪問例会では、数多くの会員様に集まっ
て頂きガバナー入場の際には大きな拍手を頂
き、公式訪問例会を楽しんでいるような藤田ガ
バナーでした。これで最後の公式訪問になる嬉
しさと寂しい気持ちではなかったかなと思いま
す。
　あっという間の公式訪問例会でしたが、藤田
ガバナーには思い出に残る公式訪問最後の例会
になったのではないでしょうか。
　これまで数々のクラブ訪問を重ねて頂き、私
たちをご指導賜り誠にありがとうございまし
た。お身体に気をお付けになりこれからもよろ
しくお願いします。

報告：井上弘太郎 AG
（熊本城東）
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2025-2026 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2025 年 10 月
ローターアクト会員数報告

21 日（日） RID2720 熊本地区次年度奨学生選考会

20 日（土） 【RAC】熊本 G 忘年会・IM

13 日（土） 別府北 RC 創立 60 周年記念式典

20 日（土） RID2720 大分地区次年度米山奨学生選考会

  6 日（土） ガバナーエレクト壮行会

13 日（土） 【RAC】大分 G 忘年会

12
Dec.

※10 月末時点での会員数です。
　その他の項目については次号以降反映予定としております。

2025-2026 年度

ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブ
合計会員増強数値目標！

10 月末までの合計会員数は

～ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブで
合計 2,835 名を目指します～

2,835 人

2,502 人

3 3 3
目標達成まで あと

人

ロータリアン 89 人

ローターアクト 31 人

衛星クラブ
合計
※各クラブの詳細はホームページからご確認ください

-8 人

2,610 人

208 人

17 人

117 人

43 人

0 人

28 人

11 人

8 人

2,218 人

158 人

16 人

本年度合計
増減

2,305 人

112 人 2,835 人160 人 47 人2,392 人 2,502 人

189 人

8 人

10 月末合計
会員

本年度合計
退会者

年初 7/1
合計会員

本年度合計
入会者

目標数値
合計内訳

今月の予定

最新の行事カレンダーは
こちらの QR コードから
ご確認ください

https://www.ri2720.org/event/


退会者
クラブ名 氏　名 職業分類

大分南
大分 1985
大分 1985
大分城西
熊本城東
熊本城東

熊本城東 Yon-Nasse 衛星
熊本西

實﨑　佑一
尾上　昭宏

朝來野　香織
仲道　俊寿
北御門　明

川口　英之介
池田　孝史

小山　信一郎

広告代理業
土木建設
映像制作

市議会議員
試験機器の商社

不動産仲介
損害保険業
司法書士

入退会者のお知らせ

入会者 新会員のご紹介をします

2025.11.20 現在

クラブ名 氏　名 職業分類

大分南
熊本グリーン

熊本江南
熊本西
八代

小石　優仁
寺本　智
村　蒸治

加納　義久
水落　康裕

広告代理業
水道設備
不動産業

総合建設業
貯蓄銀行

国際ロータリー第 2720 地区
ホームページはこちらの
QR コードからご覧ください

Discovery「お宝発掘シリーズ」推薦者募集のお願い
ガバナー月信の新企画「お宝発掘シリーズ」は、長きにわたりロータリークラブや地域社
会に貢献された方々（故人を含む）の功績や物語をインタビューでご紹介するものです。

・貴クラブ活動で顕著な功績を残された方。
・ロータリーの奉仕精神を体現し、多くの会員に影響を与えた方。
・ロータリー所属問わず、地域社会の課題解決・発展に貢献された方。
・故人の場合は、ゆかりの深い方で当時のお話をお聞かせいただける方。

メールアドレス：rotary2720@gmail.com
ガバナー事務局担当副幹事　植山朋代

※推薦いただいた方の中から選考の上、取材についてご相談
させていただきます。地区の歴史の中で輝く「お宝」を共に
発掘できることを楽しみにしております。

【推薦いただきたい方】

【推薦先】

https://www.ri2720.org

